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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

開
催
報
告

岐阜県
令
和
２
年
１
月
18
日
（
土
）、
長
良
川
国
際
会

議
場　

国
際
会
議
室
に
て
岐
阜
県
と
当
協
会
主
催

に
よ
る
「
岐
阜
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
、
岐
阜
県
健
康
福

祉
部
の
長
沼
次
長
と
当
協
会
の
棚
橋
常
務
理
事
が

挨
拶
し
、
続
い
て
チ
ー
ム
お
も
や
い
代
表
の
鈴
木

隆
太
氏
に
よ
る

「
令
和
元
年
８

月
大
雨
に
伴
う

佐
賀
県
武
雄

市
の
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
取

組
み
」
と
題
す

る
基
調
講
演
と

「
そ
の
時
、
ど
う

動
く
か
～
官
民

連
携
に
よ
る
支

援
を
め
ざ
し
て

～
」
と
題
す
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド 

代
表
理
事 

栗
田 

暢
之 

氏

〔
パ
ネ
リ
ス
ト
〕

チ
ー
ム
お
も
や
い 

代
表             

鈴
木 

隆
太 

氏

関
市
自
治
会
連
合
会
上
之
保
支
部 

支
部
長　

長
尾 

始 

氏

岐
阜
大
学
流
域
圏
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

 

准
教
授　

小
山 

真
紀 

氏

岐
阜
県
健
康
福
祉
部
地
域
福
祉
課 

福
祉
人
材
対
策
監 

森 

祥
一 

氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
栗
田
暢
之
氏
の
司
会
進
行

に
沿
っ
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

発
言
を
さ
れ
、
地
域
の
中
に
い
る
シ
ニ
ア
の
役
割

の
重
要
性
と
、
行
政
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
等

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

そ
の
時
、
ど
う
動
く
か

～
官
民
連
携
に
よ
る
支
援
を
め
ざ
し
て
～

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
14
：
30
〜
16
：
00

チ
ー
ム
お
も
や
い　

代
表 

鈴
木 

隆
太 

氏

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
各
地
の
災
害
救
援
に

携
わ
っ
て
き
た
が
、
令
和
元
年
８
月
に
地
元
武
雄

市
が
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
被
災
者
側
の
立
場

と
な
り
対
応
に
苦
慮
。「
チ
ー
ム
お
も
や
い
」
を
立

ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
等
の
支
援

活
動
を
展
開
し
、
当
時
の
課
題
や
今
後
は
総
合
的

な
視
点
で
の
サ
ポ
ー
ト
や
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
講
演
い
た
だ
い
た
。

令
和
元
年
８
月
大
雨
に
伴
う
佐
賀
県

武
雄
市
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組
み

基
調
講
演

13
：
40
〜
14
：
20愛知県出身。阪神・淡路大震災の際にボランティアを

始め、その後「被災地ＮＧＯ協働センターにおいて国
内外の災害救援に携わる。新潟県中越地震や熊本地震
の支援活動を経験。令和元年８月の前線に伴う大雨で
地元・佐賀県武雄市が被災したことを契機に「チーム
おもやい」を立ち上げ、ボランティアの受け入れ等の
支援活動を行っている。


